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プロジェクト概要

森イキ！デザイニングプロジェクトについて
森林での活動による環境保全とくらしをテーマとした、なごや環境大学による新たなプロジェクトで、森林を活かす
現場での学びと企画実現を試みる参加型プログラムです。
地域や森林のことを知り、楽しく体験しながら森林の課題や問題点を整理し、魅力を発見しながら自由にアイデア
を出し合い、森林活用のアクションまで参加者自らが“デザイン”していく「デザイン思考型」プログラムです。

私たちのデザイン思考ステップ キーワード

©M1_Project SUGINO MINORU

域

活き

生き

粋

イキ 意気

行き

デザインステップ

1.与件の整理 
目的・課題の整理 
仮説立て（イメージしてみる） 

2.観察や体験（調査・分析） 
共感する、感じ取る 
3.仮説の肯定と否定 
目的や問題点の整理（問題定義つけ） 
4.アイデア出し（アイデア拡張） 
スケッチ化・文字化・キーワード化 
5.コンセプト抽出 
テーマ化 
6.アイデア出し（アイデア集約）、まとめ 
7.試作・アイデア検証 
8.デザイン 
9.実行ステップへ

プログラムディレクター
杉野 実（「なごや環境大学」実行委員／M1_Project デザインプロデューサー）

全体像
2019年度は、大きく以下２つのプログラムで参加者を募り、実施しました。

●設楽プログラム（全5回・連続講座）
森林での実地プログラムを中心に、５つのSTEPを学ぶ。

●なごやサテライトプログラム
森のことを楽しく学べるワークショップ・講座などを随時企画し実施。（個別参加OK）

設楽町プログラム
第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

08月03日[土]

08月31日[土]

11月12日[土]

11月30日[土]

11月18日[土]

知ろう！地域と森林のこと

実感してみよう

実感から自分たちのやりたいことを考えよう

発想を膨らまそう

アイデアから実際につくってみる

成果発表会＆まとめ

なごやサテライトプログラム
★設楽プログラムのダイジェスト紹介
★設楽のプログラムを補足するミーティング・ワークショップ
★設楽にこだわらず、森のことを楽しめる、森のことをもっと
好きになる講座、イベントなど
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フィールド
愛知県北設楽郡設楽町 神田（かだ）区
第2東名高速、新城インターより車で40分、｢空｣の銘酒で有名田口
の町を抜けたところに、ひっそりとたたずむ集落があります。
その集落はおよそ、300年前に伊勢神宮にお米を奉納したこと
から、この奥三河の山里に『かみのた』『神田』の地名となりました。
この神田は、カルデラの地形で、すり鉢上の地形ながらも豊かな
実りをもたらしてくれ、又神田に流れる川はほとんどが板敷き川で
それはとても美しく川の中を何キロも歩く事も出来ます。
その先祖は、源氏・平家の落ち武者が大半をしめ、周りを山に
囲まれた静かな山間の集落です。おもな産業は、林業でしたが
時代の流れに押され里山も、山林も畑も田んぼも荒れて行く
課題に直面しています。

名古屋市

★
設楽町

拠点施設
神田ふれあいセンター・神田町民センター
神田ふれあいセンターは、廃校となった神田小学校
の元校舎等を利活用した青少年教育施設です。
普段は、地元の方や設楽を訪れ野外学習などを
される方たちとの交流を目的に、運営されて
います。森に囲まれた木造校舎の、なつかしく
あたたかな雰囲気が魅力です。

実地フィールド
神田区内森林
神田地域の、私有林の一角が今回の基本プログラムのフィールド
です。森を少し抜けたところには美しい板敷き川が流れており、
この川までの小道づくりを毎回少しずつ行いました。
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実施内容

設楽プログラム
本プロジェクトのポイント：５つのデザインSTEPで森をイキイキ！
基本プログラムとして、一つの森を実験場に、山道から川べりまでの小道づくりを参加者全員で行いました。地元の方
から森のお話を聞いたり間伐体験をして、参加者みんなで小道のデザインや木の利用方法など、アイデアを出しながら
周辺整備をしました。
後半のプログラムでは、イベントの企画や森を活かす仕組みづくりなど、発想を広げて森の活性化につながる提案を
デザインしました。

・プロジェクトの概要説明
・プログラムディレクターからプロジェクトのねらいや流れなど
・を説明しました。
・神田の木を使った名札づくりと自己紹介
・名古屋から参加するメンバーと、神田の人が一緒に自己紹介
・をしてお互いのことを知る時間をとりました。
・フィールドとなる森の見学と神田の人から地域のお話を聞く
・今回整備する神田区長の近藤さんの森で、神田の地形や
・歴史のお話を伺いました。

STEP1（第1回）
知ろう！地域と森林のこと
2019年8月3日[土] 10:30～15:30
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・基本プログラム（小道づくり①）
・木を切る前の儀式、間伐の体験や切った木の皮をはぐ、落ちて
・いる枝を拾いまとめるなど簡単な整備を行いました。
・間伐＆木材の使われ方見学
・会場-協力：田口森林組合、奥三河木材協同組合
・森林組合と木材協同組合の作業場に行き、森の木の間伐の
・仕方と、切られた木がどのように加工され、いろいろなものに
・使われ流通されるのかを伺いました。

STEP2 （第2回）
実感してみよう
2019年8月31日[土] 10:30～15:30
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・基本プログラム（小道づくり②）
・森の小道づくりの続き。拾い集めた枝のウッドチップ化も行い
・ました。
・問題点の定義～アイデア出し
森や河原で枝や苔を集め「自分の作りたい森」を箱庭ジオラマ
で表現するワークを行いました。そのジオラマを見ながらいろ
いろなアイデアをみんなで出し合いました。

STEP3 （第3回）
実感から自分たちのやりたいことを考えよう
2019年11月2日[土] 10:30～16:30



7

・基本プログラム（小道づくり③）
・森の小道に設置するベンチと森への入り口となる階段づくりを
・行いました。
・やりたいことから具体的なアイデア展開へ
・グループに分かれ、設楽の森の活性化のアイデアや森で行い
・たいことなどを出し合うワークを行いました。

STEP4 （第4回）
発想を膨らまそう
2019年11月30日[土] 10:30～15:30
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・基本プログラム（小道づくり④）
・集めた枝をウッドチップにし、小道にまいたり、前回のワークで
・出たアイデアから、ベンチやブランコづくりを行いました。
・デザイン提案づくりワーク
・「成果発表会と森びらき」にむけて、各グループでアイデアを
・具体的な提案書にするためのワークを行いました。
・※3月28日（土）に予定していた「成果発表会と森びらき」は、新型コロナ
・ウイルス感染予防の観点から延期となりました。

STEP5 （第5回）
アイデアから実際につくってみる
2020年1月18日[土] 10:30～16:00
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夏休みの親子を対象に、森と都市部で
の暮らしがどうつながっているかを
学び、神田の木や石を使って「家族で過
ごす、こんな森を作りたい！」という
テーマで箱庭ジオラマづくりを行い
ました。

台風の影響で日程が変更され、第4回
（11/30）に参加できなかったメンバー
を中心に、急遽、名古屋で集まり、第4
回で行ったアイデア出しワークを開催
しました。

間伐した木を活かし、新たな価値を生
む事例として、「水蒸気蒸留法」で精油
づくりを体験するワークショップを行い
ました。デザイン提案を構築中の設楽
プログラムメンバーだけでなく、アロマ
に興味のある女性などの参加も多く見
られました。

箱庭ジオラマをつくって森のミライをそうぞうしよう！
2019年8月24日[土] 13:30～15:30

設楽プログラム第4回フォロー アイデア出しワークショップ
2019年12月28日[土] 13:30～17:00

森の木から『香り』を抽出！ 精油蒸留体験ワークショップ
2020年2月15日[土] 10:30～12:00

なごやサテライトプログラム
なごやの皆さんも気軽に参加しやすいよう、森のことを楽しめる、森のことをもっと好きになるワークをエコパル
なごや（名古屋市環境学習センター）で開催しました。設楽プログラムに参加していなくても個別・単発での参加
OKとしました。
※名古屋を中心とした（名古屋市域に限らず）、なごや環境大学に参加可能な地域のことを「なごや」と表します

※
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ウェブサイト開設
森イキ！デザイニングプロジェクトの活動をリアルタイムで見える化するために、特設サイトを開設しました。
募集中のプログラムの告知や、実施した各回プログラムのくわしいレポート、森イキにまつわるコラムなどをご紹介して
います。

https://n-kd.net/moriiki/
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参加メンバーによる
デザイン提案



12

A：「森の学校」開設チーム

参加メンバーによるデザイン提案
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高齢化：人口の半分が65歳以上／森林の不整備：ビューポイントがない／交通の便が悪い：公共交通網の
破壊寸前／少子化：小学校が廃校／産業がない：飲食・宿泊の施設がない／林業の衰退：木材需要の低下
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時間割を通して、森の学校で森について学び、森の整備をしてもらいながら、次の２つをしてもらいます。
①自分のオリジナル家具を作る ②自分が食べるものを自分で作る
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クラウドファンディングのお礼品として、市場に出回っていない品であることが条件ですが、神田地区の丸ナスは
市場に出回っていないのでお礼品として差し上げることが可能です。

企業の福利厚生として、神田を利用していただき、旧学校の活動での運用資金を援助していただく。
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1. 維持・管理できなくなった農地を借りて、企業が畑、田んぼを社員やスタッフ達で借りて、収穫したもの農産物
が収穫されたものを受け取る。　2. 木のロッジを購入して、社員やスタッフ達で組み立てます。地元の森林組合の
力も借りてみんなで組み立てる。組み立てた後は、会社の福利厚生の宿として活用していただきます。
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インスタグラム等のSNSで積極的に神田の風景や、イベント内容を投稿し、神田区に行くと森の魅力を満喫
できる、楽しい経験ができる情景を発信！
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B：ちーむ 神田の湯。
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C：神田応援団
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D：チームヒル
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ヒルの怖さを聞いて、用心して森に入る。が…いつのまにか、ここにも、あそこにも!! ヒルがたくさんいて
怖い！ ヒルがいなかったらいいのにー
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でも、ヒルも私たちと一緒で一生懸命生きてる。私たちが家に住むようにヒルの家は森。ただ森で住んでいる
だけで、ヒルは嫌われ者 それってかわいそうかも？ そこで私たちは考えました！
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可愛いヒルのキャラクターで、ヒルへの興味を引き、好きになってもらいましょう。
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設楽町にはこんな素敵なおもしろい楽しい場所がある！ まずそれをたくさんの方に知ってもらうことが大切
だと考えています。そのためにはまず私たちがはじめられる一歩は[チラシを作ること]です。

①活動案内チラシ…設楽の神田地区で自然遊びができるヒルパークを地域の方と一緒に作っているという案内
②定期メンバー募集のチラシ…1年通して一緒にヒルパークを作ってくれる人を募集する。月１回第●土曜日(案)
にブランコ、スベリ台など月に一つの遊具を、木材を使って作りヒルパークをみんなで完成させよう!! ※自然
体験をしながら、みんなが集える場所を一緒に作っていくメンバーを募集③単発参加募集のチラシ…春休
み、夏休みなどの長期休みに子ども会や学童の子達が単発で申し込みができるチラシ
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E：森守人
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4つの大きな問題点を抽出しました。
①老人の里・・・日本各地の大きな問題であり、森林の維持管理が出来なくなる。 ②生物多様性・・・開発や気
候変動等によって在来種が減少し、地域の生態系に影響が出ている。 ③遠い・・・都市部から設楽町神田地
区への往来に時間がかかり移動手段が限られている。 ④森の活用・・・スギ・ヒノキの人工林が多く、森が単
調化し森全体が資源として活用されない。

私たちのグループでは、課題・問題点を別の観点で考えてみました。テーマは『ウイークポイントをストロングポ
イント』（短所こそ長所）です。課題・問題点のキーワードを抽出し、それを基に図式的に見える化してみました。
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この森イキ！デザイニングプロジェクトに参加した方々や、神田地区の方々、そしてこれから関わっていく方々を、
私たちは『森守人』と名付け、特に、この地区ならではの『設楽神田の森守人』（したらかだのもりもりびと）が
考える森への想いをまとめてみました。
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ここからは、『森守人』は何をしたらよいのか、何が出来るのかを『短所こそ長所』のテーマに基づき、想いを
形にしていきます。

森守人は、都市部と山村の人や森との繋がりの縁を紡いだり、ストーリー作りのお手伝いをします。
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森守人は、人と生き物が共存しつつ、暮らしやすい環境づくりを調査し、考えながら、災害にも強い森林整備
や地域の多様性のある自然環境の保護を行っていきます。

森守人は、道中を楽しむ工夫や仕掛け作りをしていき、新たな魅力の発見や埋もれているものを発掘します。
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森守人は、建築材の木材活用だけでなく、森全体を暮らしに関わる資源として活用する方法や、未来につな
がる持続可能な森の価値を考えていきます。

森守人は、神田とまちと人と森の縁（えにし）を繋ぎ、その場や時を作っていきます。そこでは神田の人、まちの人が
対等に縁卓（えんたく）に集まって、森を舞台として人、自然、文化、経済等の関わりを考えて、地域と森のビジョンを
思い描き、個々の思いを繋げて、大きな輪としていける様に、みんなで出来る事を行動していきたいと思っています。
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森守人として、ここにあげたものの他にも、自分が出来る事や想いをアウトプットして、森への恩返しが出来る
と思います。

森守人として活動するための条件や資格、年齢、国籍、性別等は何も必要は有りません。神田の森が好き、
人が好き、生き物が好き、この場所が好き等々、いつでも心にワクワクを持っていればOKです。神田の森に行け
なくても自分の周囲の人、生き物、森を大切に思って、自分の出来ることで行動して頂ければ良いと思います。
いつでも元気モリモリ、アイディアモリモリ、パワーモリモリで、また森にイキ！ましょう。



51

おわりに

2019年3月「森林環境税及び森林環境譲与税に関する法律」が成立・公布
され、森林環境譲与税は、市町村においては間伐や人材育成・担い手の
確保、木材利用の促進や普及啓発等の「森林整備及びその促進に関する
費用」に充てることとされました。
それを受け、なごや環境大学は森林環境譲与税を活用した森林プロジェ
クトを新たに立ち上げ、多種多様な人材が集まるなごや環境大学の資源
を活かし、協働するプログラム「森イキ！デザイニングプロジェクト」をスタ
ートさせました。

デザインというと一般的には「色やカタチを描く」ことと捉えがちですが、
絵を描くことだけではなく文章で表現することを含め「目的の達成をイメ
ージする」「想い（考え）をカタチにする」「イメージをつくり上げ具現化へと
導く」ことをデザインとしています。
「森林とデザイン」、一見関連性がないように感じられるかもしれませんが、
広い意味で森林を“デザインしよう”という試みが森イキ！デザイニングプロ
ジェクトです。

プロジェクト参加メンバーは、森の整備を楽しみながら、純粋に森や地域
の魅力を感じ取り、そして森や地域の抱える課題や問題点を見つめ、発想
を膨らませ、具体的なアイデアを出し合いました。
参加メンバーには森林の現状を知る良い機会となり、地域の人たちの協力
のもと森の整備により変わりゆく森の姿を実感しながら、森や地域への
親しみが生まれました。手付かずだった森は、参加メンバーの体験やアイ
デアにより整備への一歩となりました。
現地でのプログラムだけではなく、なごやサテライトでのミーティングや
Eメール上での積極的な意見交換などを重ね、素晴らしい「デザイン提案」
がまとまりました。
これら成果によって、森林や地域が活性化する一助になれば幸いです。

「なごや環境大学」実行委員／M1_Project デザインプロデューサー
杉野 実
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森イキ！デザイニングプロジェクト
2019年度活動報告書

  参加メンバー
浅田益章・今村朋範・遠藤立子・遠藤稔・遠藤楓・加藤美奈・神谷佳吾・河西
未沙希・小林泰夫・渋江悠希・田内さおり・田中創・長澤哲也・中島典子・中島
彩瑛・中島詩乃・中嶋桂吾・中森浩二・林正実・林かおり・深津あづ美・深谷
里奈・水谷阿裕美・水野拓郎・安井早苗・安井飛翔・安井勇人・山下菊丈・山下
夢都美・山根由士・横井武志・横井美奈子

  なごや環境大学森林プロジェクトチーム
杉野実（M1_Project デザインプロデューサー）・大鹿聖公（愛知教育大学 教育学部 教授）
緒方隆文（OPA オガタ プランニング アソシエイツ）・岸晃大（名城大学）・松本イズミ
（NPOフィトラボ 代表）・山口ゆずみ（特定非営利活動法人コンソーシアム有松 事務局長）
吉田耕治（金城学院大学 薬学部薬学科 准教授）
事務局/蒲和宏・寺西慶徳・遠山直人・西裕史・天野ゆうみ

  協力
設楽町神田区のみなさま
特定非営利活動法人三遠南信Maido倶楽部
田口森林組合
奥三河木材協同組合
飛騨五木株式会社
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